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トータルステーション連動型地中レーダによる樹木の根系調査

Survey for tree root system GPR by synchronized with self-tracking

total station
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　樹木の根系分布を非破壊で正確に把握することは，樹木の保全や樹木の寝返りによる倒壊リスクを評価する

上で重要である。著者らは水平根の分布状況を詳細に画像化するため，地中レーダ（GPR：Ground

Penetrating Radar）を適用した．使用した測定システムは，アクティブターゲットをGPRアンテナ上装着

し，自動追尾型トータルステーション（TS）のトラッキングによって得られた高精度位置データとGPR波形の

関連づけが可能なカート型のGPRシステムである．GPRはスキャン速度が毎秒150回であるのに対し，TSのト

ラッキング速度は毎秒2.5回であるため，TSによる位置計測はGPRの波形取得と比較し，位置決定に有意に時

間がかかっている。このため，走査速度によってはGPRアンテナの真の位置と計測されたTSによる位置の間に

大きな誤差が生じてしまう。本システムでは走査速度と誤差の関係を実験により確認し，その誤差を補正する

ように改良している．本システムを表層条件の異なる3箇所の樹木に対して適用した．最初のケースはシラカ

シで表層はローム層である．2つ目のケースは，プラタナスで地表は簡易舗装され，舗装の下には礫層が分布

している．3つ目のケースは，海岸の砂地に生育したクロマツである．いずれのケースも表層付近について

は、詳細な根系分布を可視化することができた．また，クロマツについては深度1m程度までの水平根の分布を

詳細に把握することができた．
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